
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

 平 成 3１ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 大 宮 東 高 等 学 校 ）       

目指す学校像 
 

安全・安心な環境の下、文武両道を旨とし、正義感溢れる心身ともに健康な生徒を育てる学校 

 

重 点 目 標 

１ 生徒の能力を最大限に引き出す授業を実践し、自主学習する習慣を確立させ、確かな学力の定着を図る。 

２ 組織的・計画的なキャリア教育を通して、生徒が主体的に一つ上を目指し進路を実現できる能力を培う。 

３ 生徒指導の充実と部活動等の活性化を図り、安全・安心な環境の下、高い規範意識と豊かな人間性を持った生徒を育成する。 
４ 保護者や地域と密接に連携し、地域に信頼される開かれた学校づくりをする。 

     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

     ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

学    校    自    己    評    価  学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （ ２月１日 現在  ） 実施日 令和２年１月２７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

□現状 

・授業にまじめに取り組む生徒が

多いが、基礎学力が十分ではな

く、自主学習の習慣があまり身

についていない生徒も多い。 

□課題 

・基礎基本の学力定着を重視した

「わかる」「できる」授業をさら

に展開するとともに、自主学習

の習慣を身に付けさせる必要が

ある。 

基礎基本を定着

させる学習指導

と生徒の主体性

を育む学力向上

の取組 

 

①生徒の学習意欲を高め、わかる授業

を展開し、基礎学力の定着を図る。 

②年次研修、公開授業、教科会等を活

用し、授業改善を進める。 

③「朝学習」を含め、生徒に主体的に

学習に取り組ませ、学習時間を確保

するための方策や授業の工夫につい

て、情報交換し共有を進めていく。 

①学習意欲の向上と授業満足度に係

る授業アンケートの結果。 

②授業改善につながる情報交換や検

討の実施状況と教科会の活性化。 

③主体的に学習に取り組む生徒の割

合と自主学習の時間。 

 

 

 基礎基本を定着させる学習指導と生徒の主体性を育む学力向上の

取組については、ほぼ達成することができた。 

①授業満足度86.4％（＋5.8）、授業が分かる82.2％＋4.4）。 

②6、11月の授業研究週間や年次研修での研究授業等、授業見学や教 

 科会が広く行われ、各教科で授業改善、自主学習時間を増やす方策 

 について検討が盛んに行われた。 

③主体的に学習に取り組んでいる生徒80.4％（＋7.1）。 

 一日の学習時間が０時間の生徒が減少した一方で、２時間以上学習 

 する生徒が増加した。また、考査中の学習時間は、３時間以上学習 

 する生徒が 24.4％（＋4.5）と増加した。 

A  自主学習についての意識付けを行い、

主体的に学習に取り組ませる方策につい

て教科で取り組んだことにより、生徒の

割合を増加させることができた。 

 引き続き自主学習時間を増やすための

方策や工夫について情報交換し、共有を

していく。 

 学習面において、先生方はきめ

細やかに指導に取り組んでいる

と思う。 

 課題となっている、生徒の学習

時間を確保するためには、自主学

習を進めやすい教材を作成する

などの研究を進めていただくこ

とを期待する。 

２ 

□現状 

・多岐に渡る進路希望に対し、3

年間を見通した進路指導事業を

安定的に実施できている。 

・生徒、保護者とも進路指導満足 

度は比較的高い水準である。 

□課題 

・生徒一人一人の可能性や適性に

応じた、より高い進路実現を目

指す必要がある。 

・多様な進路希望に応えるため、

教員の指導力向上を更に図る必

要がある。 

生徒の可能性と
主体性を引き出
し、「一つ上」
の可能性を目指
させる進路指導
の充実 

①組織的かつ継続的に３年間を見通した進

路指導を行うとともに、生徒・保護者へ十

分な情報提供を行い、進路意識を啓発し主

体的に進路実現できる生徒を育てる。 

②高大接続改革への対応、特に１年後からス

タートする大学入学者選抜改革に向けて

の具体的な対応を検討するとともに、新学

習指導要領の実施に向けての教育課程の

改訂等にも取り組んでいく。 

③進路実現に向けて、全職員の指導力向上を

図り、生徒一人一人の可能性や適性を見極

めた進路指導を組織的に行うことで、「一

つ上」の目標にチャレンジする生徒を育て

る。 

①生徒の主体性を育む各学年進路行 

 事と分野別指導等の実践状況。 

 進路だより等の進路啓発資料の発  

 行状況。 

②研修会の実施状況や入試選抜改革

への対応状況と新教育課程の改

定に向けての取組状況。 

③生徒の進路希望状況と実現状況、   

 大学受験や公務員試験受験での  

 「一つ上」の目標を目指す取組状  

 況。補習・面接・小論文等の指導  

 実施状況。職員進路研修の実施状 

 況。模擬試験の分析と活用。 

   生徒の可能性と主体性を引き出し、「一つ上」の可能性を目指させ

る進路指導の充実については、ほぼ達成することができた。 

①進路指導部と各学年が連携し、進路見学会、模擬授業、進路フェス 

 タ等3年間を見通した体系的な進路行事を今年も計画どおり実施。 

 また進路啓発を兼ねた学年通信が今年も3学年合計28通(+1)発行 

 され、生徒、保護者に有益な情報が提供された。 

②高大接続改革推進委員会として、学校基本方針を踏まえた新教育課 

 程の検討を進め、今年度中に完成予定。 

③12月末までに95.3%（-0.2）の3年生が進路決定した。大学・短大 

  56.8%(+1.4)専門学校30.9%(+1.7)就職12.3%(-3.1)と進学率が上 

 がった。 

   教員研修は5月(専門学校指導)10月(成績評価)に実施進路指導満 

 足度は 生徒77.6%(+7.4) 保護者85.6%(+0.1)。   

A  来年度からの高大接続改革に伴う入試

制度の変更はこの時期でもはっきりしな

い点が多い。さらに正確な情報を収集し、

研修会等で教員全体の理解を深め、的確

な対策を練りつつ対応していく必要があ

る。 

 また、推薦・AO 入試で一つ上の大学

にチャレンジする生徒や、一つ上の大学

に合格する生徒が出た。公務員試験に関

しては今年も 2 桁の合格数はキープでき

た。引き続き、早期からの「高い目標」

を目指すための指導を行っていく。 

 生徒にとって、「一つ上」の内

容は一人一人異なる。学校が求め

る「一つ上」を具体的に明示して

あげることが必要であると思う。 

 進路指導は非常に充実してい

ると思う。保護者に向けてのガイ

ダンスや説明会などが１年次か

ら細やかにあると、家庭での進路

の話し合いや相談がさらに行わ

れ、生徒及び保護者の進路への意

識が高まると思う。 

３ 

□現状 
・基本的生活習慣等は確立してい
るが、登下校時の自転車車運転
について周辺の方々から御意見
をいただくことがある。 

・9 割以上の生徒が部活動に所属
し、全国・関東大会等に出場を
果たしている。 

・生徒の行事への関心は高い。 
□課題 
・安全･安心に学校生活を送れるよ

う規範意識を更に向上させる。 
・部員の主体性を育み自己実現と
しての競技実績を向上させる。 

・文化部の活性化が課題である。 

３ 年 間 を 通 じ
た、規範意識を
高める生徒指導
の充実 

①生徒指導部・学年・家庭の連携によ

る生活指導を徹底する。 

②県警指定の自転車マナーアップ推進

校の事業を活用し、意識を高める。 

①遅刻率、挨拶の状況。 

②全校集会や職員・保護者による交

通安全指導の取組状況。 

 

  ３年間を通じた、規範意識を高める生徒指導の

充実については、概ね達成することができた。 

①遅刻率は昨年度とほぼ横ばいであった。また生 

  徒は挨拶がしっかりできていた。 

②全校集会時等に交通安全指導を徹底した。登下 

  校時の交通安全報告 36件（-1）であった。 

B  本校の生徒指導について教職員全体で共通

認識を図り、学年間での温度差が出ないような

指導を徹底した。生徒の登下校時の自転車乗車

マナーについては引き続き課題があり、全校集

会をはじめ様々な場面で指導していく。 

 部活動は多くの競技で全国大会や関東大会

に出場することができた。さらに複数競技で全

国大会入賞も果たし、引き続き強化を進めてい

きたい。部活動や学校行事に関してのアンケー

トでは概ね良い結果が出ており、引き続き保護

者と連携を深めていく。 

 本校生徒の挨拶については以

前、機械的に挨拶するような感じ

があったが、現在はしっかり立ち

止まって挨拶する姿が見られ、一

層良くなっている。 

 さらに、学校外においても、同

様の立ち居振る舞いができるよ

う指導されることを期待する。 

 部活動が活発であり加入率も

高いことが本校の魅力であるの

で、生徒自身が誇りに思えるよう

に、部活動の意義を生徒に語り掛

けていただきたい。 

豊かな人間性を
育て、主体的に
努力する生徒を
育てる部活動と
学校行事の活性
化 

①外部機関との積極的な連携を行い、

部活動顧問の指導力向上や効果的な

活動により、全国大会や関東大会等

の上位大会への出場実績を維持・向

上させるとともに、文化部の活性化

を図る。 

②体育祭、文化祭等の学校行事の活性

化により、生徒の豊かな人間性や主

体性を育てる。 

①部活動の実績評価と指導力向上対 

 策の状況。 

長期的視点に立った、文化部員数 

の確保の取組。 

 生徒と保護者の部活動満足度。 

②生徒主体の学校行事の取組状況や

生徒の学校行事満足度。 

 

  豊かな人間性を育て、主体的に努力する生徒を

育てる部活動と学校行事の活性化については、ほ

ぼ達成することができた。 

①各部活動において切磋琢磨しながら競技力向上 

 を図ることができた。全国高校総体出場３競技、 

 関東大会出場５競技。部活動顧問間で情報交換 

 等しながら部活動活性化を推進した。 

 部活動満足度生徒 82.1％（＋4.0％） 

 保護者 88.6％（－1.3％） 

②主体的に行事を進めることができたと感じた 

 生徒（文化祭・体育祭平均）89.9％（＋3.1％） 

A 

４ 

□現状 
・ホームページによる情報発信

により、本校への理解が地域
に浸透してきている。 

□課題 
・生徒の活躍ぶりがよりわかる

ような広報活動を続け、志願
者数を増やす。 

・生徒の対外的な活動を充実さ
せ、家庭や地域と連携し開か
れた学校づくりを推進する。 

本校の魅力を積
極的にアピール
し、生徒募集に
つなげるととも
に、地域に開か
れた学校づくり
を推進 

①ホームページや Twitter を充実させ、

学校説明会や里帰り訪問を通じ、「が

んばる大東生」を発信し、本校への

理解を積極的に発信し、浸透させる。 

②ボランティア体験学習や部活動等に

おける地域の様々な施設との交流を

実施する。 

③保護者が学校行事に参加する機会を

増やす。 

①学校説明会の参加者数やその満足

度と好感度及び入学志願者数。 

 ホームページの内容の充実と更新

回数やアクセス数。 

②交流・体験、ボランティア活動等

の地域交流の推進状況。 

③保護者や地域の方々の学校行事へ

の参加者数。 

 本校の魅力を積極的にアピールし、生徒募集につなげるとともに、地域に

開かれた学校づくりの推進については、達成することができた。 

①学校説明会参加者数2,256名（＋9.2）。学校説明会アンケートでは

「良かった」が74.4％、生徒が大きな声で堂々 と挨拶する姿を見て、  

 入学後の成長が期待できると好評で、本校で学びたい、学ばせたい 

 という声が寄せられた。 

 12月15日現在の志願倍率が普通科1.04倍（＋0.08）、体育科1.10 

 倍（-0.01）だった。 

 ホームページのアクセス数が479,924（＋47％）と増加した。 

②小学校交流3校実施。近隣清掃ボランティア活動や文化部 

 の近隣機関イベントに積極的に参加した。 

③体育祭来場者数805名（＋155）文化祭来場者数1,207名（＋11） 

A  引き続き学校説明会の参加者及び志願

者を増やすことが課題である。そのため

に中学校訪問の方法を含め、本校の特色

や魅力の更なる情報発信の方法について

検討していく。 

 地域に開かれた学校づくりを推進する

ために、地域の各機関と連携し、より一

層の交流を進めていくことが課題であ

る。 

 ホームページやツイッターを

活用した情報発信は充実してい

る。引き続き本校の魅力を発信し

ていただきたい。その際、在校生

や教職員、保護者はもちろんのこ

と、卒業生にも協力してもらいな

がら卒業後のイメージができる

ような取組を望む。 

 

達 

成 

度 

A ほぼ達成  （８割以上） 

B 概ね達成  （６割以上） 

C 変化の兆し （４割以上） 

D 不 十 分  （４割未満） 

 

※ 学校関係者評価実施日とは、最終回の 
    学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

    価を踏まえて評価を受けた日とする。 

出席者 学校関係者     ５名 

 生徒        ３名 

 事務局（教職員） １２名 

 


